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元気なボランティアがいる福祉の町かすや

発行／社会福祉法人　粕屋町社会福祉協議会　　　住所 □〒811-2311　粕屋町大字長者原252番地
　　　　TEL／938-6844　FAX／938-6886　　　メールアドレス／kasuya-shakyo＠blue.ocn.ne.jp

社協の事業は、赤い羽根共同募金の配分金等によって行われています。

　平成25年度末に福祉委員さんの任期が満了したため、
各区の区長さんから推薦された66名（このうち新任38
名）の福祉委員さんに対して、去る４月19日（土）に福
祉委員委嘱書交付を行いました。
　今回の委嘱書交付に併せて、区長さん、民生委員・
児童委員さんにもご参加頂き、講演を開催しました。
　この講演では、講師の先生から「地域福祉活動にお
ける対人支援の基本的視点」をテーマとして、事例を
挙げながら人との関わりについてわかりやすく、そし
てユーモアを交えながらお話し頂き、活動の意義や大
切さを改めて認識することが出来たのではないかと感
じました。
　これからの３年間、福祉委員の皆さまには、地域の
福祉活動にご尽力頂きます。これからもご協力宜しく
お願い致します。

福祉委員とは…
　福祉委員さんは、区長さんから推薦され、粕
屋町社会福祉協議会会長から委嘱を受けて活動
されています。
　誰もが「住み慣れた地域で家族や友人とともに
幸せに暮らし続けたい」そんな想いを叶えるため
には、身近な小地域の様々な課題や情報を把握し、
地域の目となり耳となる存在が必要です。
　現在、住民のよき相談相手、また福祉関係機
関とのパイプ役として社会福祉増進のために民
生委員・児童委員さんが活躍されています。
　その民生委員・児童委員さんと協働で活動さ
れているのが福祉委員さんで、今後さらに連携
を密にして、地域の実情にあった内容で「住民
同士の助け合い・支え合い活動」を進め「福祉
のまちづくり」を目指して活動されています。

福祉委員
委嘱書交付式

開 催 日　４月19日（土）
場　　所　福祉センター
参 加 者　66名（福祉委員、区長、民生委員・児童委員）
講　　演　地域福祉活動における対人支援の基本的視点
講　　師　九州大谷短期大学 教授 中村　秀一 先生
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　平成12年６月１日から社協事務局長として、平成18年６月１日から社協理事、そして、平成20年６月１日
から平成26年５月31日まで社協会長として、粕屋町の福祉の発展に携わって来られた西村壽晃氏がこの度退任
されました。
　これまでの、永年のご労苦とご功績に対し、深く敬意を表し、心から感謝申し上げます。

　平素より粕屋町社会福祉協議会に対しご理解とご支援を賜わっておりますことに対し心
より感謝を申し上げます。
　この度、西村壽晃前会長の後を引き継ぎ、６月１日付で粕屋町社会福祉協議会会長に就
任をいたしました。微力ではございますが社会福祉の基盤である地域福祉の推進に全力を
傾ける所存でございます。
　さて、現在社会福祉協議会を取り巻く環境は少子高齢化、社会保障費の増加、社会福祉
を巡る諸制度の改正等により大きく変化しております。このために地域福祉の在り方も絶
え間ない変動を迫られており、町民の皆様と共に平成23年に策定した第２次粕屋町地域福
祉活動計画が平成27年度で区切りを迎えることを期に、これまでの地域福祉活動の総括と
第３次計画の策定を通して、新たな歩みを始めることになります。
　これからも粕屋町社会福祉協議会は「自らの行動で創造する福祉地域」～安心と生きがいあふれる地域を目
指して～を目標に鋭意努力して参りますので、皆様方のご協力を賜りますようお願い申し上げまして就任のご
挨拶といたします。

議　事
議案第１号　　理事・監事の欠員補充（案）について
　民生委員・児童委員の改選に伴い、民生委員児童委員協議会から、理事に上廣多賢氏、八尋徳秀氏、長千鶴
子氏が選出され、監事に上村彰三氏が選出され議決されました。

議案第２号　　平成26年度　事業方針並びに事業計画（案）について
　第２次地域福祉活動計画の実施を中心に事業を展開していきます。
１．地域福祉の推進
（１）小地域福祉活動の推進	 （２）高齢者福祉事業の推進	 （３）障がい者福祉事業の推進
（４）青少年福祉事業の推進	 （５）ボランティアの推進	 （６）その他事業の推進

２．介護保険事業及び障害福祉サービス等の事業の拡大と推進

３．受託事業運営の効率化
（１）福祉センター管理運営事業（町受託）
　　		①指定管理者制度の下、福祉センターの効率的な運営に努めます。
　　		②町内を巡回するふれあいバス２台の定期運行を行います。
（２）心配ごと相談事業（町補助）	 （３）障害児放課後等対策事業（町受託）
（４）慰霊祭事業（町受託）	 （５）粕屋町ボランティアセンター管理運営事業（町受託）
（６）生活福祉資金貸付事業（県受託）	 （７）日常生活自立支援事業（県受託）

４．社協の組織体制・運営基盤強化

議案第３号　　平成26年度　一般会計収入支出予算（案）について 収入予算(合計)　103,064,000 円

平成25年度（平成26年度事業分）共同募金配分金のお知らせ
　平成24年度赤い羽根共同募金では、多くの方々から心のこもった募金が寄せられ、その募金をもとに粕屋町社
会福祉協議会が福岡県共同募金会に申請を行い下記の配分が決定致しました。あらためて厚くお礼申し上げます。
	 社協事業費として　　11,131,600	円

別枠で次の配分も決定しました。
　特別配分金として

ひとり暮らし高齢者見守り活動推進事業（旧弁当配付）として　　200,000	円
地域活動支援センター　ステップアップ運営費として　　400,000	円

開 催 日　　平成26年３月28日（金）
出席者数　　評議員28名
議　　長　　松本勇夫氏（老人クラブ連合会）

平成25年度　第２回　評議員会

評議員会

社協会長退任

社協会長就任

全て議決

会　長
森　　　紘

2 評議員会



　現在粕屋町では35名の民生委員・児童委員さんと66名の福祉委員さんが精力的に各地域で福祉活動に専念さ
れています。社会福祉協議会の事業活動においても、中心的な役割を果たしていただいています。

具体的には

　　　民生委員・児童委員と福祉委員の活動内容
ご存知ですか？

お気軽にご相談下さい
民生委員・児童委員は、地域の皆さまの相談相手
です。子育てに関すること、高齢者の介護に関す
ること、健康・医療に関することなど、生活の中
で気になっていることがございましたら、お気軽
にご相談ください。

民生委員・児童委員は、
あなたの相談内容の秘密を守ります
民生委員・児童委員には守秘義務があります。地
域の皆さまから受けた相談内容の秘密を守りま
す。個人情報やプライバシーの保護に配慮した支
援活動を行ないます。

皆さまを支援するサービスを
ご紹介します
地域にお住まいの皆さまの心配ごとなどを解決す
るために、専門機関や福祉サービスなどをご紹介
します。また、皆さまと行政とのパイプ役や調整
役を務めます。

地域の福祉を守ってきた永い歴史
民生委員制度は、大正時代にまでさかのぼる100
年近い歴史と実績ある制度です。これからも、皆
さまと共に、安全で安心できるまちづくりに取り
組んでいきます。

民生委員・児童委員は皆さまの地域で活動しています
お住まいの地域を担当している民生委員・児童委員は誰で、どのように連絡をとればよい
のかについては、行政などの相談窓口にお問合せください。　

福 祉 委 員 活 動 内 容
　福祉委員制度は、近隣住民の皆さんが住み慣れた地域で安心して生活できる町づくりを目的としていま
す。そこで、民生委員さんと協力して地域に生活し援助を必要としている世帯・個人に対し訪問を行い、
地域住民による見守り、身近な助け合いを行う援助サービス活動を生み出し定着させることが中心になり
ます。
　その為には、区長さんをはじめとする区役員さんや民生委員・児童委員さんとの情報交換が必要になり
ます。
　具体的には	 ① 年数回程度の情報交換会の開催（区長・民生委員）
 ② 定期的な見守り活動の実施
 ③ ひとり暮らし高齢者見守り活動推進事業等への協力
 ④ ゆうゆうサロン、子育てサロン等への参加・協力	 などの活動が行われています。

民 生 委 員・児 童 委 員
　「民生委員・児童委員」は、「民生委員法」及び「児童福祉法」に定められ、厚生労働大臣に委嘱された
ボランティアとして、地域住民の立場に立って、皆さまの暮らしを支援する人です。すべての「民生委員」
は「児童委員」を兼ねており、子どもに関わる相談支援活動も行ないます。「主任児童委員」という、主
に子どもに関する支援活動を行なう委員もいます。

【全国社会福祉協議会HPより抜粋】

3民生委員・児童委員と福祉委員の活動について



ご不明な点はお電話下さい　皆さまのご参加・ご利用お待ちしています 粕屋町社会福祉協議会：電話938-6844

年間事業のご案内 平成２6年度の粕屋町社協の取組みの一部を紹介します

心配ごと相談所日程 １０：００～１２：００

1・15日(火) 13・27日(火) 3・17日(火) 1・15日(火) 5・19日(火) 2・16日(火) 7・21日(火) 4・18日(火) 2・16日(火) 6・20日(火) 3・17日(火) 3・17日(火)

●弁護士に直接お会いして相談することが出来ます。●相談内容は絶対に秘密　   が守られます。 ●相談料は必要ありません。 ●対象者 ・町内在住者・裁判所で訴訟中、弁護士に依頼済みの方は受付出来ません

４月月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

電話訪問活動の実施　　車椅子無料貸出（随時）

キッズルーム開放　　親子教室の開催（出前講座・随時）

ボランティアセンター　　　　　　　　　　　　　ホームページ（毎月更新）

粕屋町福祉センター管理・運営　　　町内巡回福祉バス

日常生活自立支援事業　　　生活福祉資金貸付事業他

 介護保険事業（居宅介護支援事業・訪問介護事業）　介護保険外事業（町受託事業）　家事・介護支援サービス事業

障がい者訪問介護事業　 身体障がい者生き甲斐対策支援通所事業（毎月１回） 　障がい児放課後等対策事業

子育て情報誌「かすやキッズネット」の発行（月１回）　　　子育て応援サロン

ひとり暮らし高齢者見守り活動推進事業 ひとり暮らし高齢者見守り活動推進事業ひとり暮らし高齢者見守り
活動推進事業

軽運動・趣味教室の開催（旧ｼﾙﾊﾞー 教室）
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内 ひとり暮らし
高齢者と語る会

戦没者追悼
合同慰霊祭

赤い羽根共同募金運動
（10/1～12/31）

各区で区長・区関係者・民生委員・福祉委員・ボランティアとの　　連絡会開催（随時）

（現在療育を受けている
子どもとその保護者が対象）

（月～金、ボランティアの情報の
収集・発信、相談連絡調整業務実施）

（月～金 土・
祝日は休み）

60歳以上の方を対象に、おど
り、フラダンス（２クラス）、
ヨーガサークル（腰痛・不眠症・
健康）、カラオケ教室（３クラ
ス）、囲碁教室、男性の料理入門
教室、男性の手作りパン教室、
男性のそば打ち体験講座（２
クラス）、カラオケサークル、
初心者向け野菜作り講座、編
み物サークル、盛年クッキング
サークル（２クラス）を月１回
から４回開催しています。

電話訪問活動
しおんの会（ボランティア）の
協力を得、希望する高齢者へ
粕屋町福祉センターから安否
の確認を行います。（月～金 
午前・午後に分けて実施）

日常生活自立支援事業
認知症高齢者、知的障がい、精神
障がい者など判断能力が不十分
な方に対して、福祉サービスの利
用援助等を行うことにより自立
した地域生活が送れるよう支援
します。

生活福祉資金貸付事業 他
資金の貸付を行う事で、経済的
自立及び生活意欲の助長、促進
などが図られると認められる世
帯について貸付を行います。
※市町村社協は窓口業務で貸付
　の審査は県社協で行います。

子育て応援サロン
発達障がい児（未就学児）の
療育（作業療法士と臨床心理
士が毎月交代）と親の交流を
目的に大学生ボランティアの
協力を得てサロンを実施
（午前10時～12時まで）

粕屋町福祉センター管理・運営
利用時間：午前９時から午後５時
まで：閉館日 日曜日、 5/3～
5/5、8/13～8/15、12/29～1/3

町内巡回福祉バス
月～金曜日運行但し、土日祝日、
8/3～8/5、12/28～1/3は運休  

4 年間事業の案内



ご不明な点はお電話下さい　皆さまのご参加・ご利用お待ちしています 粕屋町社会福祉協議会：電話938-6844

年間事業のご案内 平成２6年度の粕屋町社協の取組みの一部を紹介します

心配ごと相談所日程 １０：００～１２：００

1・15日(火) 13・27日(火) 3・17日(火) 1・15日(火) 5・19日(火) 2・16日(火) 7・21日(火) 4・18日(火) 2・16日(火) 6・20日(火) 3・17日(火) 3・17日(火)

●弁護士に直接お会いして相談することが出来ます。●相談内容は絶対に秘密　   が守られます。 ●相談料は必要ありません。 ●対象者 ・町内在住者・裁判所で訴訟中、弁護士に依頼済みの方は受付出来ません

４月月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

電話訪問活動の実施　　車椅子無料貸出（随時）

キッズルーム開放　　親子教室の開催（出前講座・随時）

ボランティアセンター　　　　　　　　　　　　　ホームページ（毎月更新）

粕屋町福祉センター管理・運営　　　町内巡回福祉バス

日常生活自立支援事業　　　生活福祉資金貸付事業他

 介護保険事業（居宅介護支援事業・訪問介護事業）　介護保険外事業（町受託事業）　家事・介護支援サービス事業

障がい者訪問介護事業　 身体障がい者生き甲斐対策支援通所事業（毎月１回） 　障がい児放課後等対策事業

子育て情報誌「かすやキッズネット」の発行（月１回）　　　子育て応援サロン

ひとり暮らし高齢者見守り活動推進事業 ひとり暮らし高齢者見守り活動推進事業ひとり暮らし高齢者見守り
活動推進事業

軽運動・趣味教室の開催（旧ｼﾙﾊﾞー 教室）

老人クラブ
演芸大会

福祉読本の配布
『ともに生きる』

福祉委員研修会ボランティア
セミナー

中学生
ボランティア
体験教室

献血推進活動

子ども障がい者
擬似体験教室

子どもの発達に
関する勉強会身障者・精神

障がい者バスハイク

地域見守り
チラシの配布

児童福祉月間

地域見守り
チラシの配布

社協だより
86号

ボランティア
セミナー

福祉委員委嘱書
交付式

ひとり暮らし
高齢者

一日バスハイク

ボランティア
セミナー

高齢者月間

ボランティア
セミナー

社協だより
87号

社協だより
88号

知的障がい・
発達障がい
親子バスハイク

ひとり親家庭
バスハイク

第33回シルバー
囲碁大会

講

座
・
事

業

の

案

内 ひとり暮らし
高齢者と語る会

戦没者追悼
合同慰霊祭

赤い羽根共同募金運動
（10/1～12/31）

各区で区長・区関係者・民生委員・福祉委員・ボランティアとの　　連絡会開催（随時）

（現在療育を受けている
子どもとその保護者が対象）

（月～金、ボランティアの情報の
収集・発信、相談連絡調整業務実施）

（月～金 土・
祝日は休み）

60歳以上の方を対象に、おど
り、フラダンス（２クラス）、
ヨーガサークル（腰痛・不眠症・
健康）、カラオケ教室（３クラ
ス）、囲碁教室、男性の料理入門
教室、男性の手作りパン教室、
男性のそば打ち体験講座（２
クラス）、カラオケサークル、
初心者向け野菜作り講座、編
み物サークル、盛年クッキング
サークル（２クラス）を月１回
から４回開催しています。

電話訪問活動
しおんの会（ボランティア）の
協力を得、希望する高齢者へ
粕屋町福祉センターから安否
の確認を行います。（月～金 
午前・午後に分けて実施）

日常生活自立支援事業
認知症高齢者、知的障がい、精神
障がい者など判断能力が不十分
な方に対して、福祉サービスの利
用援助等を行うことにより自立
した地域生活が送れるよう支援
します。

生活福祉資金貸付事業 他
資金の貸付を行う事で、経済的
自立及び生活意欲の助長、促進
などが図られると認められる世
帯について貸付を行います。
※市町村社協は窓口業務で貸付
　の審査は県社協で行います。

子育て応援サロン
発達障がい児（未就学児）の
療育（作業療法士と臨床心理
士が毎月交代）と親の交流を
目的に大学生ボランティアの
協力を得てサロンを実施
（午前10時～12時まで）

粕屋町福祉センター管理・運営
利用時間：午前９時から午後５時
まで：閉館日 日曜日、 5/3～
5/5、8/13～8/15、12/29～1/3

町内巡回福祉バス
月～金曜日運行但し、土日祝日、
8/3～8/5、12/28～1/3は運休  

5年間事業の案内



子ども障がい者
擬似体験教室

★	ぼくはこの車イスバスケを体験して、車イスの人でも楽しんでスポーツできるんだなぁと思いました。
	 髙村　智哉くん
★	ぼくは、バスケも好きだけど、車イスバスケも好きになりました。	 坂井　一績くん
★	楽しい体験ができたので、また来年も参加してたくさんのお友達を作りたいです。	 野田　愛純果さん
★	去年よりも上手になっていたので、また来年も参加して、もっともっと上手になってゴールをどんどん決めて、
有名な人になりたいです。	 中村　奏絵さん
★	車イスバスケットの楽しい時間があっという間に過ぎて、最高にうれしい時間を過ごせました。
	 油布　瑚々莉さん
★	選手の人たちは、車イスに乗っていたのに高いゴールも入っていたからすごいと思いました。	中野　恵太くん
 〈参加児童の感想文より一部抜粋〉

　粕屋町社会福祉協議会では、町内にお住まいの知的障がい(児)者、軽度発達障がい(ＬＤ、ＡＤ・ＨＤ)等の方を
対象にバスハイクを開催します。
　この事業は、同じ立場、同じ悩みを持つ方々がお互いに知り合い、仲間の輪が広がり、新たな生き甲斐づくり
を目的に実施しています。

・ 参加対象者　　	粕屋町在住で特別支援学級や知的障がいがあり特別支援学校に通われている児童・生徒、また
は療育手帳をお持ちの方

・ 日　　　時　　７月19日（土）　10時出発		16時帰着予定
・ 行　き　先　　らくのうマザーズ・阿蘇ミルク牧場（アイスクリーム作り体験）
・ 参　加　費　　	障がい(児)者本人は無料　保護者は昼食のみ無料　（それ以外の付添いの方(ヘルパー含む)は実費負担）
・ 申込み・問い合わせ　粕屋町社会福祉協議会（粕屋町福祉センター内）　　電話　（938）6844　担当　青山
・ 申込み締切日　７月10日（木）締切　
※療育手帳をお持ちの方は、必ず手帳の写しを添えてお申込み下さい。（コピーは福祉センターでも可能です）
※当日の申し込みや代理参加は受付けていません。ヘルパーの付き添いも可能ですが、ぜひ親子でご参加下さい。

参加者
の声

開 催 日　　３月 22 日（土 )
場　　所　　かすやドーム　サブアリーナ
内　　容　　車イスバスケット体験教室
講　　師　　車イスバスケットチーム（九州ドルフィン  他）
　　　　　　福岡県障害者スポーツ協会　　計 10 名
参加者数　　27 名

知的障がい(児)者・軽度発達障がい(ＬＤ、ＡＤ･ＨＤ)等親子バスハイク開催のお知らせ
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子どもの発達に関する勉強会

かすやボランティアセンター職員紹介

講師感想

　平成26年2月15日に粕屋町社会福祉協議会主催で、第3回「子どもの発達に関する勉強会」が開催されました。
　今年は「子どもの自尊心を育む～子どもの気持ちも自分の気持ちも大事にすること～」と題して、子どもの自
尊心を育むためにどのように関わっていくと良いのかについて、参加者の皆様と一緒に考えていきました。
　子どもの自尊心を育むためには、大人も子どもも「自分自身が大切な存在」であると感じられることが大事です。
それを培っていくには、親鳥のように羽の中で子どもを育むような関わりと子どもが安心して巣立っていけるよ
うな関わりの両方が必要です。具体的な関わり方の一つに「褒める」ことがありますが、子どもは、褒められる
ことによって自分の行動に自信を持て、自分を見てもらえていると安心感を持ちます。子どものキラキラ☆して
いるところが、たくさん思い出され、子どもに「あなたのこんなところが素敵だね」と伝わるといいなと思って
います。もしかしたら、自分や子どものことを褒めるということが難しいと感じるかもしれません。それでＯＫ
です。自分が今、感じている気持ち、子どもが今、感じているだろう気持ちを大事にしてください。それが、自
分自身が大切な存在であると感じる第1歩です。
　お忙しい中、ご参加いただきました皆様、誠にありがとうございました。

　みなさん、はじめまして。
　今年の４月から、かすやボランティアセンターの担当をさせて頂くことになりました
中島知子と申します。
　私はこれまで高齢者施設で働いた後、福祉系の大学を卒業し、病院や地域包括支援
センターで働いておりました。
　今回ご縁がありまして、粕屋町社会福祉協議会に勤務させていただいておりますが、まだまだ未熟者でご迷惑
をおかけすることも多いかと思いますが、出会いを大切にして粕屋町のボランティア活動が充実出来るように頑
張っていきます。
　皆様方のご指導の程、よろしくお願い致します。

開 催 日　　２月 15 日（土）
場　　所　　福祉センター
演　　題　　 「子ども自尊心を育む～子どもの気持ちも

自分の気持ちも大事にすること～」
講　　師　　北九州市スクールカウンセラー
　　　　　　日高　由紀子氏
参加者数　　42 名
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軽運動や生活習慣改善の講習などを通して、女性に多い「便秘」の予防と解消を行い、腸内環境を変えて、
美容と健康の増進を目指します !!

女性のための美
び

腸
ちょう

講座〈全 12 回コース〉

10 月新規開講予定

教室名 月・曜日 時　間 年齢 会　費 備　　　考

女性のための美腸講座 第1・３木曜日
13時30分から
15時30分まで

60歳以上
の女性

月1,000円
今丸　満美　先生
定員：20名

軽運動・趣味の教室　新しい教室のご紹介

※月２回の全12回コース（平成26年10月～平成27年3月までの半年間）
※開講には16名以上のお申し込みが必要となりますので、お友達をお誘いあわせの上、お申込みください。
※８月末日までにお申し込み人数が16名に満たない場合は、開講を見合わせますので予めご了承ください。

学び
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　私たち寿楽会は、深山喜公幸先生・吉田ユリカ先生にご指導いただき

ながら、舞踊の練習と生きがいづくり、仲間づくりを目的に月に４回活

動しています。

　寿楽会は発足から約20年も経っていますが、初心を

忘れずに、謙虚な気持ちで練習に励んでいます。

　現在新しい会員を募集しています。全く舞踊の経験の

ない方や着物をお持ちでない方でも気軽にご見学にいら

してください。

　多くの方の参加をお待ちしています。

教室名 月・曜日 時　間 年齢 会　費 備　　　考

寿楽会（民踊舞踊）
おどりサークル

月４回　
第１～４水曜日

午後1時30分から
3時30分まで

60歳以上
の女性

月500円
講師：深山　喜公幸先生
講師：吉田　ユリカ先生

⃝　　寿楽会（民踊舞踊）おどりサークル 　会員募集　　⃝

※会費以外に保険料として別途 330 円（全 12回分）徴収します。

ご寄贈
　	・絵画（港の昼下がり）　田代　ウメノ	様

ご寄附　	・617 円　　		匿名
　　　　	・50,000 円　安部　登美子　様

 たくさんのご寄附・ご寄贈ありがとうございました
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